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監
査
報
告

　

令
和
４
年
度
歳
入
決
算
額
は
、
35

億
７
３
５
７
万
６
１
５
７
円
、
歳
出

決
算
額
は
、
34
億
３
９
７
万
５
６
５

５
円
。
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
は
、
２
８
４
６
万
７
５
０
０
円
で

差
引
実
質
収
支
額
１
億
４
１
１
３
万

３
０
０
２
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し

た
。
特
別
会
計
（
12
会
計
）
の
歳
入

決
算
額
は
、
18
億
２
６
７
２
万
１
３

７
４
円
、
歳
出
決
算
額
は
、
17
億
７

０
０
７
万
４
５
３
１
円
、
翌
年
度
に

繰
り
越
す
べ
き
財
源
は
０
円
、
差
引

実
質
収
支
額
５
６
６
４
万
６
８
４
３

円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
自
主

財
源
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
。
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
安
定

し
た
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
、
お
願
い
申
し
上
げ
監

査
報
告
と
致
し
ま
す
。

海下竜一郎

監査委員
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町
長
報
告

山
戸
孝
議
員

　

源
泉
徴
収
漏
れ
に
よ
る
延
滞
税
な

ど
が
発
生
し
て
い
る
が
対
策
は
。

山
内
総
務
課
長

　

徴
収
事
務
に
つ
い
て
の
統
一
し
た

考
え
方
を
共
有
す
る
た
め
、
職
員
へ

の
説
明
会
を
２
回
開
い
た
。
再
発
防

止
を
踏
ま
え
た
徴
収
事
務
に
努
め
て

い
る
。

山
戸
孝
議
員

　

東
海
第
二
発
電
所
へ
の
視
察
研
修

に
つ
い
て
、
視
察
と
住
民
へ
の
説
明

会
の
順
番
は
。
視
察
参
加
者
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
書
い
て
い
た
だ
く
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
は
公
開
す
る

の
か
。
ま
た
そ
の
結
果
は
町
長
の
判

断
に
影
響
す
る
の
か
。
事
業
の
財
源

が
上
関
原
発
計
画
に
係
る
も
の
だ
が
、

目
的
外
使
用
に
な
ら
な
い
か
。

西
町
長

　

視
察
が
先
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

情
報
公
開
条
例
に
従
っ
て
公
開
す
る
。

結
果
は
判
断
材
料
に
な
る
が
議
会
も

住
民
の
声
を
拾
い
上
げ
て
ほ
し
い
。

橋
本
副
町
長

　

交
付
金
の
使
途
と
し
て
県
に
も
説

明
し
、
対
象
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

清
水
康
博
議
員

　

視
察
研
修
に
係
る
補
正
予
算
９
０

０
万
８
千
円
、
当
初
予
算
と
合
わ
せ

１
３
５
０
万
円
は
、
不
適
地
と
な
っ

た
場
合
、
無
駄
な
予
算
で
は
。

西
町
長

　

不
適
地
で
あ
れ
ば
仕
方
な
い
。
町

と
し
て
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
判
断
の

一
つ
の
材
料
と
考
え
計
上
し
た
。

秋
山
鈴
明
議
員

　

中
間
貯
蔵
施
設
を
、
一
歩
引
い
て

客
観
的
な
目
線
で
見
て
は
ど
う
か
。

質質
疑疑

応応
答答

西
町
長

　

先
進
地
へ
行
っ
て
、
見
て
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
事
な
こ
と
。
自
分

で
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

山
谷
良
数
議
員

　

税
の
滞
納
額
や
不
納
欠
損
額
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、近
年
、不
納
欠
損

額
が
増
え
て
い
る
と
思
え
る
。
徴
収

方
法
な
ど
に
課
題
が
あ
る
の
で
は
。

上
杉
住
民
課
長

　

不
納
欠
損
額
に
つ
い
て
は
、
５
年

で
時
効
を
向
え
る
た
め
。
滞
納
額
に

つ
い
て
は
、
税
が
前
年
度
収
入
に
対

す
る
課
税
で
あ
る
た
め
徴
収
が
難
し

い
状
況
の
時
も
あ
り
ま
す
。

橋
本
副
町
長

　

県
と
の
併
任
徴
収
を
行
っ
て
お
り

財
産
調
査
も
行
っ
て
お
り
、
差
押
さ

え
や
納
付
誓
約
書
で
あ
る
と
か
執
行

停
止
も
掛
け
て
お
り
、
で
き
る
と
こ

ろ
全
て
行
っ
て
い
る
認
識
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
す
る

皆
様
に
は
多
大
な
る
ご
迷
惑
と
ご
心

配
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
当
法
人
と

し
て
不
正
行
為
を
認
識
後
、
速
や
か

に
弁
護
士
へ
相
談
、
委
任
し
事
実
関

係
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
元
職
員

は
、

懲
戒
解
雇
と
し
た
。
50
代
元
職
員

に
よ
る
も
の
が
85
万
２
千
円
で
事

実
調
査
に
応
じ
早
期
に
示
談
が
成

立
。
令
和
５
年
３
月
６
日
全
額
返

済
。
30
代
元
職
員
に
よ
る
も
の
が

７
９
０
万
６
８
１
５
円
で
示
談
交
渉

に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
刑
事
告
訴
と

い
う
厳
正
な
対
処
を
行
っ
た
。
後
に

令
和
５
年
７
月
31
日
示
談
が
成
立
し
、

令
和
５
年
８
月
８
日
全
額
返
済
と
な

っ
た
が
行
政
に
対
す
る
信
頼
を
著
し

く
損
ね
る
も
の
と
考
え
、
刑
事
告
訴

を
取
り
下
げ
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

再
発
防
止
に
向
け
、
顧
問
弁
護
士
と

の
連
携
を
緊
密
に
し
、
管
理
体
制
の

強
化
に
取
り
組
む
。

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
４
年
度
決
算

一
般
財
団
法
人
な
ご
み
の
元
職
員

に
よ
る
業
務
横
領
に
関
す
る
報
告
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賛成！反対！激論が交わされる！賛成！反対！激論が交わされる！
一般会計補正予算に対し賛成３名、反対３名が討論
　使用済み核燃料の中間貯蔵施設に関連して町民50名、町職員30名が東海第二原子力
発電所の乾式貯蔵施設を視察するための企業調査費 924 万３千円に焦点が当たり、賛
成・反対各３名ずつの討論が行われました。
　採決の結果、賛成６名、反対３名で可決されました。

賛 成

賛 成

賛 成

反 対

反 対

反 対

柏田　真一 議員

古泉　直紀 議員

海下竜一郎 議員

山戸　孝 議員

清水　康博 議員

秋山　鈴明 議員

　人口2300人のうち、わずか50人が視察して意味があ
るのか。順番が違う。まずは全町民を対象とした情報提供
を優先するべき。また視察という形では今後この町を背負
っていく子育て世代、特に子育て中の女性は参加しづらい。

　まだ調査も始まっていない。調査結果次第では「不適地」
となる可能性もある。町長は「その時は仕方ないこと」と言
われているが、多額の予算を組んで結果が出る前に視察に行
くことは無駄な予算計上になる可能性があるため、反対。

　施設が安全かどうかは国や事業者の説明を信じるか信じ
ないかということであり、信じる人は信じるし信じない人
は信じない。平行線にしかならず、町内での対立をあおる
ような視察をわざわざ町が用意するべきではない。

　議員研修でもこの交付金を使い東海第二発電所を視察し
ている。町民が中間貯蔵施設の安全性などを判断するため
視察研修に行くことは必要なことだと思う。補正予算に賛
成する。

　視察に係る補正予算に反対することは、町民が中間貯蔵
施設の意義や安全について、正しい情報の元で判断する機
会を奪うことになりかねない。まずは自分の目で見て、判
断することが必要であり、補正予算に賛成する。

　中間貯蔵施設が、町の財源確保・地域振興策としてふさ
わしいかどうか、見極める必要がある。先進地視察をし、
現実を認識して、現実に基づいて議論をし、判断していく
ことが重要。今回の視察研修費用の補正予算に賛成する。
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産 業 厚 生 常 任 委 員 会産 業 厚 生 常 任 委 員 会

産業関係産業関係

厚生関係厚生関係
 �安心安全保育体制強化事業補助金の内容は。

�  �保育園が運動会などの行事の時に保育士だ
けでは人手が足りないときの補助員への報
償費。

 �海のまち診療所の賃借料について具体的に。
 �賃借料の消費税部分が計上漏れになってい
たため、今回計上した。

 �新型コロナの罹患者があらためて増えてい
る実態を把握しているか。年齢などは。

�  �現在は定点観測になっており、週１回の報
告。８月に入ってから増加しており、９月ま
で横ばい。県からも予断は許さないと言われ
ている。年齢については把握していない。

 �上関海峡温泉の給湯器修繕の内容は。
�  �水熱交換器の経年劣化による破損。修繕しな

いとお湯を沸かすことができなくなる。

 �道路改良費の財源振替の理由について、事業
の延期とのことだがどこの事業の延期か。

�  �新地福浦線の道路改良を延期した。

 �農業集落排水事業の30万円の修繕料の内容は。
�  �戸津地区の下水道施設のマンホールに 10 万

円程度。今後のために 20 万円。

 �風力発電事業の建物災害共済金について。
�  �監視カメラの故障について補償されたもの。

 �風力発電事業の委託料の補正の内容は。
�  �遠隔監視サーバーの保守が 5 年契約で、今年

の 12 月で切れるために補正で上げた。

 当初予算を組むときにわからなかったのか。
�  �メーカーから話があったのが６月過ぎてい

たため、今回の補正にあげた。保守を切ると
遠隔監視ができなくなる。

 �更新時期は全てメーカーが管理しているのか。
�  �各機器の更新時期は町で把握しているが、保

守の延長に関してはメーカーが把握している。

 風力発電事業の報奨金について具体的に。
�  �前年稼働率に対し、次の年度に常時風車が動

ける状態が 95％以上の場合支払う契約にな
っている。ただ来年度以降はこの報奨金の支
払いは無くなる。

 �上関航運有限会社の第 61 期事業計画につい
て、今、燃料が高騰しているのに燃料潤滑油
が以前の期よりも下がっているが。

�  �この計画は過去３年間の平均で数値を記載
しているため。

 �道の駅や温泉施設について、町長から改善を
要望したことなどあるか。道の駅に県外産の
魚が並ぶこともあり寂しく感じる。

�  �支援事業を使い運営について指導をしても
らっているが、なかなかその通りにはならな
いところもある。経営的に厳しい面もあるの
で先進地への視察による勉強も提案してい
る。魚については天候や温暖化によって今ま
で取れていた魚が取れないなどの話も地元
漁業者から聞くのでそのためだと思うが、町
内から新たに道の駅に出荷していただいて
いるという話もある。町のみんなで盛り上げ
ていただきたい。

 �水軍まつりや桜まつりなどの町のイベント
のボランティア募集を積極的にしていき町
民全員で盛り上げていけないか。

�  �水軍まつりは実行委員会があり各事業者、団
体からスタッフを出していただいているが、
マンパワー不足もあるので検討していきた
い。桜まつりについては以前よりボランティ
ア募集はしているのでご協力をお願いした
い。上盛山の風力発電施設
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総 務 文 教 常 任 委 員 会総 務 文 教 常 任 委 員 会

文教関係文教関係

総務関係総務関係

 �職員手当等について特殊勤務手当とは。
�  �特殊勤務手当とは、火葬業務を委託している

業者が都合がつかず職員で行う場合があり、
予算としてあげている。

 �研修旅費・食糧費・船舶車両等借上料の詳細
について。
 �旅費は東海村の研修を約２日で予定してい
る。需用費の食糧費は、視察先のお礼。船舶
車両借上料は、バス代、有料道路代を予定。

 �報道では、住民と職員の両方を含むとある
が、具体的な人数と割合は。

�  �人数は 80 名で、住民 50 名職員 30 名を予定
している。

 �今回補正が 924 万 3千円で当初の補正と合わ
せると 1353 万円が上限額であるのか。

�  �とりあえず住民と職員で 80 名を組んでおり、
限度額が1350万円だが希望者数に合わせ対
応する。

 �修繕料 50 万円の詳細は。
�  �本庁舎の複合機のカウンター料で、不足分を

積み増した。

 不納付加算税と延滞税について。
�  �不納付加算税とは、源泉所得税の納付が行わ

れてなかった場合にペナルティとして支払
う税金です。延滞税は定められた期限までに
納付されない場合に課せられるもの。

 �工事請負費で、上関小学校の男子更衣室の修
繕と聞いたが、男子更衣室と女子更衣室は繋
がっているが、女子更衣室は、心配ないのか。

�  �主に大きく壊れているのが男子更衣室で、女
子更衣室も天井が一部落ちている。男子とあ
るが、女子の方も併せている。

 �報償の中の入学祝金が当初より増えている
が、人が増えたということでよいのか。
 �この入学祝金に関しては当初予算作成時に予
定していた人数よりも多く申請が出たため。

 修繕費で校舎修繕とあるが具体的な所は。
 �特別支援教室の床シートの張替とガラス取り
換え工事費。

 �城山歴史公園のイノシシ対策のネット設置
について。
 �城山歴史公園ののり面にロックをかける工事
を当初予算で組んでいたが、ネット設置の設
計も必要となり、その委託料。

 �かみのせき學苑のキャラクター「しーたん・
ふーたん」あまり町民に浸透していないが。

�  �「しーたん・ふーたん」はオオミズナギドリ
をモチーフとし生徒たちが作成したキャラ
クター。今後、トートバッグや、11 月 3 日
の學苑祭で浸透を図って行く。

 �ネットワーク改修委託料だが、議案逐条説明
の時は合同システムとの説明だった、６月議
会で説明いただいた校務支援システムの事
ではないのか。

�  �こちらの名称は「山口県統合型校務支援シス
テム」で、全県で導入される。今年度セッテ
ィング、来年度から運用計画。その設置に
NTT 側の工事費が必要なため計上した。

視察予定地の東海第二発電所

 �負担金補助及び交付金・起業支援事業交付金
を補正で計上しているが、当初も同じ額あげ
ているが、実績があったのか。

�  昨年時点で近ぢか起業予定という方がおり当
初予算 100 万円組んでいたが、それとは別の方
から申請があり、その方は現在開業しており、今
後の申請もあると予測されるので補正で計上し
た。
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聞聞聞聞聞聞

ののの
こここ
こここ
ががが

ききききききききき
たたたたたたたたたたた
いいいいい

の
こ
こ
が

き
た
い

の
こ
こ
が

き
た
い

の
こ
こ
が

き
た
い

町町町
政政政
町
政
町
政
町
政

　
９
月
の
定
例
議
会
で
は
７
名
の
議
員
が

　
９
月
の
定
例
議
会
で
は
７
名
の
議
員
が

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
1010
件
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

件
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

中
間
貯
蔵
施
設
の
進
め
方

中
間
貯
蔵
施
設
の
進
め
方

と
抗
議
活
動
へ
の
対
応
は

と
抗
議
活
動
へ
の
対
応
は

　

８
月
14
日
に
予
定
を
し
て
い
た
、

議
会
に
対
す
る
事
業
者
か
ら
の
説
明

会
は
議
会
か
ら
の
要
請
で
あ
っ
た
が
、

阻
止
行
動
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
。

８
月
18
日
の
臨
時
会
で
は
町
長
が
20

分
以
上
車
内
に
監
禁
さ
れ
、
車
は
破

損
し
警
察
が
出
動
す
る
事
態
と
な
っ

庁
舎
管
理
規
則
に
則
り
、

対
応
す
る

質
問

柏田　真一 議員

た
。
こ
の
よ
う
な
常
軌
を
逸
し
た
行

動
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
今
後
、
説
明
会
や
議
会
な

ど
が
当
た
り
前
に
開
催
で
き
、
冷
静

に
話
し
合
い
、
判
断
で
き
る
体
制
を

整
え
る
た
め
に
阻
止
行
動
・
妨
害
行

動
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　
８
月
14
日
の
中
国
電
力
に
よ
る
議

員
説
明
会
の
中
止
は
、
意
見
交
換
の

で
き
る
貴
重
な
機
会
が
失
わ
れ
大
変

残
念
に
思
う
。
ま
た
、
８
月
18
日
の

臨
時
会
、
私
の
入
庁
を
妨
害
す
る
喧

噪
行
為
が
行
わ
れ
議
会
の
開
催
に
影

響
が
出
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、

私
の
車
が
破
損
し
た
。
こ
の
よ
う
な

妨
害
、
喧
噪
行
為
は
断
じ
て
許
さ
れ

な
い
。
町
で
は
、
庁
舎
管
理
規
則
を

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

定
め
て
お
り
、
ど
ち
ら
の
件
に
つ
い

て
も
禁
止
行
為
と
な
る
。
こ
の
よ
う

な
行
為
は
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
節

度
あ
る
冷
静
な
対
応
を
お
願
い
す
る
。

災
害
時
に
利
用
で
き
る

災
害
時
に
利
用
で
き
る

港
の
建
設
を

港
の
建
設
を

今
後
の
財
源
確
保
も
含
め
、

検
討
す
る

　

令
和
２
年
に
上
関
大
橋
が
破
損
し

多
く
の
町
民
が
不
便
な
思
い
を
し
た
。

地
震
な
ど
で
橋
が
大
き
く
破
損
し
た

際
に
は
、
給
水
車
や
発
電
機
な
ど
を

運
び
込
み
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
上

関
大
橋
は
重
量
制
限
が
あ
り
災
害
時

に
大
型
の
重
機
を
運
搬
す
る
こ
と
も

難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
非
常
事
態

が
起
き
た
時
に
も
町
民
が
日
常
に
近

い
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
フ
ェ
リ
ー

が
着
岸
で
き
る
港
を
長
島
側
と
室
津

側
に
建
設
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
災
害
に
強
い
町
を
作

る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
港
を
建
設

し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　
今
か
ら
３
年
前
、
令
和
２
年
11
月

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

大橋事故時のフェリー

14
日
に
上
関
大
橋
が
損
傷
し
た
事
故

に
よ
り
、
大
橋
が
通
行
で
き
な
く
な

っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
大
橋

の
車
両
の
通
行
が
で
き
な
か
っ
た
期

間
は
、
臨
時
船
を
運
航
し
通
勤
、
通

学
、
通
院
な
ど
町
内
・
町
外
へ
の
往

来
を
可
能
と
し
た
。
ま
た
、
仮
設
の

フ
ェ
リ
ー
係
留
施
設
を
設
け
、
物
資

や
車
両
運
搬
が
可
能
と
な
っ
た
が
、

原
形
復
旧
に
よ
り
施
設
は
撤
去
し

た
。
今
す
ぐ
に
と
は
い
か
な
い
が
港

の
建
設
も
視
野
に
入
れ
た
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
の
た
め
、
今
後
の
財
源

確
保
も
考
慮
し
協
議
を
重
ね
、
検
討

す
る
。
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中
間
貯
蔵
施
設
調
査

中
間
貯
蔵
施
設
調
査

容
認
の
撤
回
を

容
認
の
撤
回
を

ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン

ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
す
べ
き

を
示
す
べ
き

①
町
長
は
中
間
貯
蔵
施
設
の
調
査
容

認
の
判
断
を
し
た
が
、
町
内
外
に
お

い
て
冷
静
な
議
論
を
す
る
た
め
に
も
、

い
っ
た
ん
撤
回
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
②
判
断
ま
で
の
期
間
が
わ
ず
か

16
日
だ
が
、
交
付
金
交
付
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
や
関
電
か
ら
の
要
請
が
そ
の

短
さ
の
理
由
に
な
か
っ
た
か
。
③
施

設
誘
致
に
不
安
や
拒
否
感
を
持
つ
周

辺
自
治
体
や
住
民
へ
の
今
後
の
対
応

は
。
④
町
が
主
体
と
な
り
、
中
間
貯

蔵
に
否
定
的
な
情
報
も
含
め
、
町
民

に
十
分
な
情
報
や
是
非
を
考
え
議
論

す
る
時
間
や
場
を
提
供
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。

　

新
た
に
中
間
貯
蔵
施
設
誘
致
を
掲

げ
る
以
上
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
改
め
て
示
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
中
間
貯
蔵
施
設

誘
致
に
よ
る
交
付
金
や
税
収
の
使
途

も
含
め
、
町
長
の
言
う
持
続
可
能
な

町
と
は
ど
の
よ
う
な
姿
な
の
か
。
原

発
は
諦
め
な
い
、
さ
ら
に
中
間
貯
蔵

撤
回
は
考
え
て
い
な
い

適
地
で
あ
る
と

結
論
が
出
て
か
ら

質
問

質
問

山戸　孝 議員

①
調
査
容
認
の
判
断
を
撤
回
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
②
今
回
の
調

査
容
認
の
判
断
に
交
付
金
や
関
電
か

ら
の
要
請
は
い
っ
さ
い
関
係
な
い
。

③
調
査
容
認
に
際
し
、
中
電
に
は
周

辺
市
町
に
適
切
に
情
報
提
供
を
行
う

こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
る
。
今
後
、

対
応
さ
れ
る
こ
と
と
思
う
。
④
住
民

の
皆
様
が
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

知
識
を
高
め
た
後
に
、
時
間
を
か
け

て
十
分
な
議
論
を
皆
様
と
共
に
す
る

べ
き
と
考
え
る
。
住
民
説
明
会
に
賛

否
両
論
の
専
門
家
を
、
と
い
う
意
見

も
踏
ま
え
て
今
後
検
討
す
る
。

　
中
間
貯
蔵
施
設
誘
致
の
是
非
に
関

し
て
は
町
民
の
判
断
に
従
う
。
建
設

さ
れ
た
場
合
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
調
査
結
果
が
適
地
で
あ
る
と
結

論
が
出
て
か
ら
の
話
。
十
分
な
時
間

を
か
け
議
論
し
て
い
く
な
か
で
町
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
話
を
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
交
付
金
や
税
収
に

つ
い
て
も
確
定
し
た
数
字
を
示
す
こ

と
は
現
段
階
で
は
難
し
い
。
上
関
町

は
41
年
前
か
ら
発
電
所
建
設
で
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
と
し
て
こ
こ
ま
で
き

て
い
る
。
町
の
存
続
は
何
を
も
っ
て

す
る
の
か
。
代
案
が
あ
れ
ば
し
っ
か

り
協
議
し
て
ほ
し
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

施
設
、
と
な
る
と
町
内
外
か
ら
上
関

は
「
核
の
町
」
と
い
う
印
象
を
持
た

れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
選
択
肢
が
無
く

な
る
。
上
関
町
は
「
核
の
町
」
と
し

て
や
っ
て
い
く
、
と
い
う
覚
悟
を
持

っ
て
中
間
貯
蔵
の
話
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

町 の 将 来 像 を ど う 描 く か
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中
間
貯
蔵
施
設
の
安
全
性

中
間
貯
蔵
施
設
の
安
全
性

に
対
す
る
町
長
の
考
え

に
対
す
る
町
長
の
考
え

町
長
の
公
約　

住
民
に
寄

町
長
の
公
約　

住
民
に
寄

り
添
っ
た
町
政
は

り
添
っ
た
町
政
は

　

東
海
第
二
発
電
所
中
間
貯
蔵
施
設

を
視
察
し
た
と
き
に
、
そ
の
安
全
性

を
確
認
し
調
査
受
け
入
れ
に
賛
成
の

意
見
を
述
べ
た
。
し
か
し
、
町
民
か

ら
は
中
間
貯
蔵
施
設
が
ど
の
よ
う
な

も
の
か
わ
か
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
ス
や
新

聞
の
取
り
上
げ
方
な
ど
か
ら
安
全
性

に
対
し
て
疑
問
視
す
る
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
西
町
長
も
議
員
の
時
代
に

視
察
に
行
き
、
そ
の
安
全
性
を
十
分

踏
ま
え
た
上
で
こ
の
度
の
調
査
・
検

討
を
了
承
し
た
も
の
と
推
察
し
て
い

る
。
今
一
度
、
安
全
性
に
対
す
る
町

長
の
認
識
を
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
。

①
住
民
に
寄
り
添
っ
た
町
政
を
揚
げ

る
な
ら
ば
、
意
見
を
言
い
に
く
い
と

い
う
住
民
に
寄
り
添
う
べ
き
だ
が
、

町
長
の
考
え
は
。
②
住
民
に
寄
り
添

う
と
い
う
と
き
の
住
民
と
は
、
多
数

派
・
少
数
派
に
関
係
な
く
住
民
全
体

と
い
う
こ
と
で
い
い
か
。
③
意
見
を

言
う
の
を
諦
め
な
い
と
い
け
な
い
町

の
状
態
を
ど
う
評
価
す
る
か
④
事
業

者
や
国
だ
け
で
な
く
、
町
長
自
身
が

説
明
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
い
う
認

識
は
あ
る
か
。
⑤
説
明
す
る
と
い
う

が
聞
き
手
が
理
解
し
納
得
す
る
と
い

う
こ
と
を
含
め
て
説
明
と
い
う
こ
と

か
。

こ
の
手
で
触
れ
、
安
全
性

に
問
題
は
な
い

少
数
派
を
含
め
た

住
民
全
体
に
寄
り
添
う

質
問

質
問

古泉　直紀 議員

秋山　鈴明 議員

　
私
も
議
員
時
代
に
、
東
海
第
二
発

電
所
の
視
察
に
参
加
し
施
設
内
の
中

間
貯
蔵
施
設
を
見
学
し
た
。
使
用

済
燃
料
は
、
円
柱
状
の
キ
ャ
ス
ク
と

呼
ば
れ
る
金
属
製
容
器
に
収
納
さ
れ
、

水
を
一
切
使
用
せ
ず
空
気
の
循
環
を

利
用
し
冷
却
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
建
物
の
中
に
保
管
さ
れ
る
。
実
際

に
、
こ
の
手
で
触
れ
、
安
全
性
に
問

題
が
な
い
と
確
認
し
た
。
ま
さ
に「
百

聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
ま
ず
は
安
全

性
を
確
認
す
る
た
め
に
多
く
の
町
民

の
皆
様
に
視
察
研
修
へ
ご
参
加
い
た

だ
き
た
い
。

①
そ
う
し
た
声
に
耳
を
傾
け
て
い
く

こ
と
は
必
要
と
思
う
。
②
公
約
に
掲

げ
た
住
民
に
寄
り
添
っ
た
町
政
の
住

民
と
は
、
少
数
派
を
含
む
住
民
全
体
。

③
議
員
に
声
が
届
い
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
議
員
を
通
じ
て
私
に
伝
え
て

い
た
だ
け
た
ら
対
応
で
き
る
と
考
え

る
。
④
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
お
互
い

が
立
場
を
尊
重
し
な
が
ら
意
交
換
す

る
こ
と
は
、
決
し
て
拒
む
も
の
で
は

な
い
。
⑤
行
政
の
こ
と
は
、
説
明
を

す
る
。
中
間
貯
蔵
に
つ
い
て
の
専
門

的
な
知
識
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
・
国
に
お
願
い
す
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

キャスク（使用済燃料の保管容器）

我が町の眺望



かみのせき議会だより13 令和5年10月25日　№ 164

中間貯蔵施設調査地

中
間
貯
蔵
施
設
の
調
査
・
検
討

中
間
貯
蔵
施
設
の
調
査
・
検
討

を
受
け
入
れ
た
町
長
の
思
い

を
受
け
入
れ
た
町
長
の
思
い

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
に
か
か
る
調
査

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
に
か
か
る
調
査

受
け
入
れ
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

受
け
入
れ
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
８
月
２
日
に
中
国
電
力

か
ら
中
間
貯
蔵
施
設
建
設
の
調
査
・

検
討
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
18
日

に
議
員
の
意
見
を
聞
い
て
受
け
入
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
上
関
町
で
は
少

子
高
齢
化
で
人
口
減
少
が
、
町
の
活

気
も
な
く
な
っ
て
い
る
様
に
感
じ
る
。

も
し
中
間
貯
蔵
施
設
が
で
き
れ
ば
施

設
で
働
く
人
が
町
に
入
っ
て
く
る
と

共
に
活
気
が
生
ま
れ
る
。
国
か
ら
の

交
付
金
を
活
用
し
町
民
に
手
厚
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ

る
。
改
め
て
町
長
か
ら
今
回
の
調
査

を
な
ぜ
受
け
入
れ
た
の
か
理
由
を
確

認
し
た
い
。

　

８
月
２
日
、
中
国
電
力
か
ら
地
域

振
興
策
と
し
て
中
間
貯
蔵
施
設
設
置

の
提
案
が
あ
り
18
日
、
町
長
は
受
け

入
れ
を
表
明
。
あ
ま
り
の
ス
ピ
ー
ド

協
議
し
理
解
を
深
め

進
め
た
い

原
子
力
関
係
以
外

抜
本
策
は
な
い

質
問

質
問

右田千賀子 議員

清水　康博 議員

　
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
は
、
議

員
研
修
の
中
で
視
察
に
行
っ
て
来
た
。

安
全
性
は
問
題
な
い
と
確
認
し
て
い

る
。
財
源
確
保
の
面
で
も
、
国
か
ら

の
交
付
金
や
固
定
資
産
税
収
入
な
ど

た
い
へ
ん
有
効
的
と
思
う
。
町
の
将

来
を
思
う
と
き
、
若
い
人
が
町
で
生

活
し
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
を
作
り
、
持
続
可
能
な
ふ
る
さ

と
上
関
町
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
こ
と
が

使
命
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
衰
退

し
て
い
く
町
を
黙
っ
て
見
て
い
る
訳

に
は
い
か
な
い
。
町
の
将
来
に
つ
い

て
協
議
し
理
解
を
深
め
進
め
た
い
。

　
周
辺
市
町
の
首
長
の
声
は
、
マ
ス

コ
ミ
の
報
道
で
承
知
し
て
い
る
。
調

査
受
け
入
れ
の
時
に
中
国
電
力
に

対
し
て
周
辺
市
町
に
は
、
適
時
適
切

に
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を
要
請
し

て
い
る
。
周
辺
市
町
の
首
長
に
は
丁

寧
に
説
明
す
る
。
基
本
的
に
は
周
辺

市
町
の
理
解
活
動
は
事
業
者
・
国
が

中
心
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。

議
員
の
皆
様
に
全
員
協
議
会
に
お
い

て
振
興
策
や
財
政
状
況
に
つ
い
て
５

回
協
議
し
た
が
抜
本
的
な
策
は
な
い
。

以
前
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
で
も
協

議
を
重
ね
て
き
た
が
、
原
子
力
関
係

以
外
抜
本
策
は
な
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

感
に
町
内
外
の
住
民
か
ら
中
間
貯
蔵

施
設
に
対
す
る
不
安
の
声
・
今
回
の

話
の
進
め
方
に
対
す
る
不
満
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
。

①
調
査
受
け
入
れ
に
対
す
る
周
辺
自

治
体
の
首
長
・
住
民
の
声
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
。
今
後
の
対
応
は
。

②
地
域
振
興
策
と
し
て
新
た
な
原
子

力
施
設
の
誘
致
を
検
討
さ
れ
て
い
る

が
他
の
振
興
策
を
十
分
に
検
討
し
て

調
査
受
け
入
れ
を
決
断
さ
れ
た
の
か
。
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中
間
貯
蔵
施
設
に
対
す
る

中
間
貯
蔵
施
設
に
対
す
る

住
民
へ
の
理
解
活
動
は

住
民
へ
の
理
解
活
動
は

中
間
貯
蔵
施
設
が
地
域
振

中
間
貯
蔵
施
設
が
地
域
振

興
策
に
繋
が
る
考
え
は

興
策
に
繋
が
る
考
え
は

　

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
は
、
当

初
新
聞
に
記
載
さ
れ
、
テ
レ
ビ
で
放

送
さ
れ
、
町
民
か
ら
何
を
ど
う
し
て

と
い
っ
た
疑
問
の
声
が
多
く
聞
こ
え

た
。
最
近
で
は
、
町
民
の
方
が
た
に

聞
く
と
中
国
電
力
さ
ん
か
ら
聞
い
た

よ
と
言
わ
れ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
。
私

か
ら
は
、
視
察
研
修
で
茨
城
県
の
東

海
第
２
発
電
所
で
体
感
し
た
話
を
し

た
。
中
間
貯
蔵
施
設
は
、
町
の
将
来

を
か
け
た
大
き
な
課
題
。
ま
ず
は
、

こ
の
調
査
段
階
の
時
間
を
使
っ
て
し

っ
か
り
と
住
民
へ
の
理
解
活
動
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　

現
在
の
町
の
財
政
状
況
は
、
令
和

５
年
度
で
い
う
と
、
23
・
４
％
の
自

主
財
源
と
76
・
６
％
の
依
存
財
源

早
期
に
開
催
す
る
よ
う

検
討

住
民
全
体
の
計
画
と
な
る

よ
う
協
議
を
進
め
る

質
問

質
問

海下竜一郎 議員

　
私
自
身
も
議
員
時
代
に
、
東
海
第

二
発
電
所
を
視
察
研
修
し
た
。
事
前

に
ど
の
様
な
も
の
か
調
べ
視
察
し
た

が
、
実
際
に
見
学
す
る
と
、
管
理
の

し
や
す
さ
と
安
全
性
は
想
像
以
上
だ
。

今
後
、
町
民
の
皆
様
に
も
安
全
性
を

確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
実
際
に

施
設
を
見
学
し
触
れ
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
国
や
事
業
者
と
も
連
携
し

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ

て
情
報
提
供
も
検
討
し
て
い
る
。
更

に
は
地
元
説
明
会
も
開
催
す
る
予
定
。

状
況
を
見
な
が
ら
な
る
べ
く
早
期
に

開
催
す
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　
人
口
減
少
、
高
齢
化
は
深
刻
な
状

況
。
こ
の
ま
ま
で
は
住
民
支
援
策
も

無
く
な
り
、
住
民
へ
の
負
担
増
が
懸

念
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財

政
状
況
を
鑑
み
て
、
財
源
確
保
に
繋

が
る
地
域
支
援
策
へ
の
一
つ
と
し
て

中
間
貯
蔵
施
設
設
置
に
係
る
調
査
・

検
討
の
受
け
入
れ
を
判
断
し
た
。
今

後
、
立
地
可
能
性
調
査
を
実
施
し
対

象
と
な
る
交
付
金
制
度
の
活
用
に
つ

い
て
現
在
検
討
し
て
い
る
。
効
果
的

な
交
付
金
の
活
用
お
よ
び
実
施
に
向

け
て
、
住
民
主
体
の
計
画
と
な
る
よ

う
協
議
を
進
め
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

で
成
り
立
っ
て
い
る
。
依
存
財
源
に

頼
り
、
自
主
財
源
の
確
保
が
難
し
い

町
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
、

町
長
は
今
年
２
月
に
中
国
電
力
へ
町

の
振
興
策
を
要
請
し
、
そ
の
回
答
が

使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
設
置

に
関
わ
る
調
査
・
検
討
だ
。
今
は
、

調
査
の
段
階
で
町
に
見
込
ま
れ
る
具

体
的
な
メ
リ
ッ
ト
な
ど
は
、
算
出
で

き
な
い
部
分
も
多
い
が
、
現
時
点
で

の
町
の
振
興
策
と
し
て
の
考
え
は
。

事 業 者 の 中 間 貯 蔵 施 設 の 説 明 資 料
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議会活動報告（令和５年６月 14 日～令和５年９月 13 日）
８
月
１
日

７
月
31
日
〃
７
月
26
日

７
月
25
日

７
月
21
日

７
月
19
日

７
月
18
日

７
月
14
日

７
月
13
日

7
月
12
日

7
月
11
日

７
月
10
日

７
月
１
日

７
月
６
日

７
月
５
日
〃
７
月
４
日

７
月
３
日

６
月
28
日

６
月
27
日

６
月
26
日

６
月
21
日

６
月
14
日

月
　
日

熊
毛
郡
議
会
議
長
会
定
例
会
（
平
生
町
‥
岩
木
）

熊
毛
郡
議
会
広
報
連
絡
協
議
会
（
平
生
町
‥
山
谷
）

定
期
監
査
（
海
下
）

月
例
出
納
検
査
（
海
下
）

一
期
議
員
研
修
会
（
清
水
・
秋
山
・
柏
田
・
古
泉
）

決
算
監
査
（
海
下
）

柳
井
地
区
広
域
市
町
議
会
議
員
研
修
（
全
議
員
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
）

定
期
監
査
（
海
下
）

定
期
監
査
（
海
下
）

東
部
高
速
交
通
整
備
協
議
会
（
広
島
市
‥
岩
木
）

定
期
監
査
（
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
）

定
期
監
査
（
海
下
）

山
口
県
東
部
高
速
交
通
体
系
整
備
促
進
協
議
会（
山
口
市
‥
岩
木
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

熊
毛
郡
議
長
会
臨
時
会
（
山
口
市
‥
岩
木
）

県
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
山
口
市
‥
岩
木
）

定
期
監
査
（
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

柳
井
広
域
消
防
組
合
臨
時
会
（
柳
井
市
‥
海
下
）

月
例
出
納
検
査
（
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
・
岩
木
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）

〃〃
９
月
14
日

９
月
13
日
〃
９
月
11
日

９
月
７
日

９
月
６
日

９
月
９
日

８
月
30
日

８
月
29
日

８
月
28
日
〃
８
月
24
日

８
月
23
日

８
月
22
日
〃
８
月
21
日

８
月
18
日

８
月
15
日

８
月
14
日

８
月
８
日

８
月
３
日

８
月
２
日

月
　
日

全
員
協
議
会
（
全
議
員
）

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
・
岩
木
）

第
３
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

第
３
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
右
田
・
古
泉
・
秋
山
・
柏
田
・
岩
木
）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
山
戸
・
山
村
・
海
下
・
清
水
・
山
谷
・
岩
木
）

全
員
協
議
会
（
岩
木
・
秋
山
・
海
下
・
柏
田
・
古
泉
・
清
水
・
右
田
・
山
戸
・
山
村
）

第
３
回
定
例
会
本
会
議
（
岩
木
・
秋
山
・
海
下
・
柏
田
・
古
泉
・
清
水
・
右
田
・
山
戸
・
山
村
）

高
校
存
続
協
議
会
要
望
書
提
出
（
山
口
市
‥
岩
木
）

住
宅
入
居
者
審
査
委
員
会
（
山
谷
・
山
戸
）

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
・
岩
木
）

月
例
出
納
検
査
（
海
下
）

人
権
学
習
講
座
（
岩
木
・
海
下
・
柏
田
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

高
校
存
続
協
議
会
（
岩
木
・
山
谷
）

決
算
監
査
審
査
意
見
報
告
（
海
下
）

山
口
県
町
議
会
議
員
広
報
研
修
会
（
山
口
市
‥
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

財
政
健
全
化
審
査
（
海
下
）

決
算
審
査
事
務
打
合
せ
（
海
下
）

第
１
回
臨
時
会
（
全
議
員
）

二
十
歳
の
つ
ど
い
（
岩
木
）

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
・
岩
木
）

全
員
協
議
会
（
全
議
員
）

千
葉
県
市
川
市
議
会
議
員
視
察
来
庁
（
岩
木
・
山
谷
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）
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議
員
提
出
議
案
一
号

　

上
関
町
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況

の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　

提
出
者　
　

山
村　

泰
志

　
　

賛
成
者　
　

右
田　

千
賀
子

　
　

賛
成
者　
　

山
戸　
　

孝

　
　

賛
成
者　
　

山
谷　

良
数

全
会
一
致　

可
決

　

提
案
理
由

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
よ
り
、
議
会
の
議
員
に
係
る

請
負
に
関
す
る
規
制
の
明
確
化
及
び

緩
和
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
条
例

を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

　

上
関
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例

　

一
部
掲
載

　

第
１
条　

こ
の
条
例
は
上
関
町
議

会
議
員
（
以
下
「
議
員
」
と
い
う
。

)

が
上
関
町
に
対
し
請
負
（
地
方
自

治
法
（
昭
和
22
年
法
律
労
67
号
）
第

92
条
の
２
に
規
定
す
る
請
負
を
い

う
。
以
下
同
じ
）
を
す
る
者
又
は
そ

の
支
配
人
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
請

負
の
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
等
に
よ

り
、
請
負
の
状
況
の
公
表
の
透
明
性

を
確
保
し
、
も
っ
て
、
議
会
の
運
営

の
公
正
及
び
事
務
の
執
行
の
適
正
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

第
２
条　

議
員
は
、
毎
年
６
月
１

日
か
ら
同
月
30
日
ま
で
の
間
（
当
該

期
間
内
に
任
期
満
了
又
は
議
会
の
解

散
に
よ
る
任
期
終
了
に
よ
り
議
員

で
な
い
期
間
が
あ
る
者
で
当
該
任

期
満
了
又
は
議
員
と
な
っ
た
日
か
ら

起
算
し
て
30
日
を
経
過
す
る
日
ま
で

の
間
）
に
、
当
該
６
月
30
日
の
属
す

る
会
計
年
度
の
前
会
計
年
度
議
員
で

あ
る
期
間
に
限
る
。
第
１
号
エ
に
お

い
て
同
じ
）
に
お
け
る
上
関
町
に
対

す
る
請
負
（
当
該
前
会
計
年
度
に
お

い
て
支
払
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。）

に
つ
い
て
、
議
長
に
対
し
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
報
告
し
な
け
れ
な
ら
な

い
。

　

（1）
請
負
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に

掲
げ
る
事
項

　

ア　

請
負
の
対
象
と
す
る
役
務
や

物
件
等　

イ　

契
約
締
切
日　

ウ　

契
約
金
額
（
契
約
金
額
が
定
め
ら
れ

て
い
る
請
負
に
限
る
）　

エ　

当
該

６
月
30
日
の
属
す
る
会
計
年
度
の
前

会
計
年
度
に
お
い
て
支
払
を
受
け
た

総
額

町
民
の
声
を
聞
い
て
み
ま
し
た

Ｓ
さ
ん

　

日
頃
よ
り
子
ど
も
達
の
事
で
た
く

さ
ん
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
上
関

町
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
親
子
で
の

成
長
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
子

育
て
世
代
に
は
町
の
子
ど
も
政
策

も
大
変
有
難
い
で
す
。
さ
て
、
子
育

て
す
る
中
で
、
た
く
さ
ん
の
遊
具
の

あ
る
公
園
が
欲
し
い
と
強
く
感
じ
ま

す
。
幼
い
子
連
れ
で
も
一
緒
に
遊
び

な
が
ら
見
守
れ
た
り
親
同
士
お
話
し

た
り
、
子
ど
も
達
も
し
っ
か
り
身
体

を
動
か
し
て
外
遊
び
が
楽
し
め
る
事

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
達
は
上
関
町

が
自
然
い
っ
ぱ
い
で
優
し
い
人
が
多

く
て
素
敵
な
町
だ
と
分
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
子
ど
も
達
が
元
気
い
っ
ぱ

い
友
達
と
〝
上
関
町
で
〟
遊
び
た
い
、

過
ご
し
た
い
と
思
え
る
町
の
シ
ン
ボ

ル
に
も
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
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町
に
聞
い
て
み
ま
し
た

　

海
峡
広
場
に
つ
い
て
は
、
以
前
よ

り
遊
具
設
置
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か

ら
要
望
が
あ
り
、
担
当
課
か
ら
毎
年

予
算
要
求
が
挙
が
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
耐
塩
性
の
素
材
と
な
る
と
高
額

に
な
る
う
え
、
管
理
や
専
門
業
者
に

よ
る
定
期
点
検
等
も
必
要
と
な
る
。

　

財
源
的
に
可
能
で
あ
れ
ば
設
置

も
で
き
る
が
、
現
時
点
で
は
見
送
り

が
続
い
て
い
る
状
況
。
更
に
水
軍
ま

つ
り
や
愛
・
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
な
ど
港

湾
周
辺
を
会
場
と
す
る
イ
ベ
ン
ト

の
際
に
駐
車
場
と
し
て
活
用
す
る

た
め
、「
た
く
さ
ん
の
遊
具
の
あ
る

公
園
」
と
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ

れ
る
。

　

海
峡
広
場
に
遊
具
は
な
い
が
、
広

い
芝
生
の
上
で
思
い
切
り
走
り
回

っ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

Ｋ
さ
ん

Ｈ
さ
ん

　

令
和
５
年
度
新
１
年
生
５
名
は
全

員
同
じ
保
育
園
を
卒
園
し
て
い
ま

す
。
上
級
生
に
は
知
ら
な
い
子
が
い

た
り
し
て
新
鮮
味
が
あ
り
ま
す
が
、

新
た
な
同
級
生
の
お
友
達
が
い
な
い

と
い
う
の
は
少
し
寂
し
い
気
持
ち
も

あ
り
ま
す
。
男
女
比
に
つ
い
て
も
、

女
子
が
１
名
な
の
で
、
今
後
成
長
し

て
い
く
に
連
れ
、
同
性
の
同
級
生
が

い
な
い
と
な
る
と
、
不
安
が
る
可
能

性
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
新
入
学
し
て
く
る

町
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

深
刻
な
少
子
化
に
つ
い
て

（
小
学
校
新
入
学
入
学
児
童
の
減
少
）

　

５
年
度
上
関
小
学
校
入
学
児
童
が

５
人
、
う
ち
女
子
は
１
人
と
い
う
状

況
は
深
刻
に
受
け
と
め
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
も
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

と
し
て
、
保
育
料
や
副
食
費
、
学
校

給
食
費
、
子
供
の
医
療
費
の
無
償
化

な
ど
、
経
済
的
支
援
を
中
心
と
し
た

支
援
策
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今

年
度
か
ら
小
中
高
校
へ
の
入
学
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
祝
金
を
支
給
す
る
制
度

も
開
始
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
少
子
化
が
深
刻
化
す
る

中
で
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
強

化
し
、
自
治
体
も
独
自
の
支
援
策
を

設
け
て
い
ま
す
。
第
６
次
総
合
計
画

の
策
定
の
中
で
、
子
育
て
世
代
や
、

こ
れ
か
ら
家
庭
を
持
つ
子
育
て
予
備

軍
の
年
代
に
も
、
率
直
な
意
見
を
う

か
が
い
な
が
ら
必
要
と
す
る
支
援
策

や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
十
分
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

子
供
達
も
少
な
い
と
の
話
を
聞
い
て

い
ま
す
。
こ
の
現
状
を
改
善
す
る
こ

と
は
難
し
い
問
題
で
す
が
、
健
や
か

に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
く
れ
る
事
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
新
入
生
は
、
同
じ
保
育
園

の
メ
ン
バ
ー
の
５
名
の
み
で
し
た
。

息
子
も
私
も
よ
く
知
っ
た
人
達
の
中

で
安
心
し
た
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た

が
、
少
し
寂
し
い
気
持
ち
に
も
な
り

ま
し
た
。
こ
ん
な
自
然
豊
か
で
き
れ

い
な
学
校
な
の
に
な
ぜ
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
限
ら
れ
た
人
間
関
係
の
中

で
、
小
・
中
学
校
生
活
を
過
ご
す
こ

と
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
不
安
も
多

い
で
す
。
ま
た
、
昨
年
に
続
き
、
女

の
子
が
１
名
と
い
う
事
も
、
保
護
者

に
と
っ
て
は
不
安
な
事
な
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

そろって通学
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次
回
定
例
会
の
初
日
は

　

12
月
６
日(

水)

の
予
定
で
す
。

　

暑
さ
も
盛
り
を
過
ぎ
て
、
朝
晩
の

涼
し
さ
が
心
地
よ
く
過
ご
し
や
す
い

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
長
く
続
い
た

夏
も
よ
う
や
く
終
わ
り
を
迎
え
ま

す
。
一
方
で
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
な

の
が
、
今
年
の
夏
に
急
浮
上
し
た
中

間
貯
蔵
施
設
の
問
題
で
す
。
町
民
の

皆
様
は
も
ち
ろ
ん
議
会
の
中
で
も
賛

否
の
分
か
れ
る
問
題
で
す
が
、
分
断

を
生
ま
な
い
よ
う
、
し
か
し
な
が
ら

対
立
す
る
こ
と
を
恐
れ
ず
議
論
を
す

る
の
が
議
会
の
責
務
で
す
。
町
の
現

状
を
踏
ま
え
、
未
来
を
見
据
え
、
皆

様
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
意
見
・
想
い
・
投
稿
な
ど

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編

集

後

記

委
員
長　

山
谷　

良
数

副
委
員
長　

海
下
竜
一
郎

委　

員　

古
泉　

直
紀

　

〃　
　

右
田
千
賀
子

　

〃　
　

山
戸　
　

孝

議会広報広聴
調査特別委員会

　

柳
井
広
域
議
員
研
修
会　

　

一
期
議
員
研
修
会　

　

７
月
19
日
、
柳
井
市
の
ア
ニ
バ
ー

サ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
・
ベ
ル
ゼ
で
「
離

島
の
状
況
等
と
改
正
離
島
振
興
法
」

と
題
し
、
相
根
渉
氏
と
大
友
翔
太
氏
、

２
名
の
講
師
に
よ
り
講
演
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
上
関
町
か
ら
議
員
全
員

が
参
加
し
ま
し
た
。
当
町
も
離
島
を

か
か
え
て
い
る
の
で
今
回
の
研
修
を

参
考
に
離
島
振
興
に
活
か
し
ま
す
。

　

７
月
25
日
、
山
口
市
の
セ
ン
ト
コ

ア
山
口
で
、
講
師
、
飯
田
厚
氏
に
よ

る
「
議
会
の
権
限
と
議
員
の
役
割
」

と
題
し
、
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
か
ら
、
秋
山
鈴
明
・
柏
田
真
一
・

古
泉
直
紀
・
清
水
康
博
の
４
人
の
議

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会

で
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の
議
員
活

動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

８
月
22
日
、
山
口
市
の
セ
ン
ト
コ

ア
山
口
で
、
講
師
、
越
地
真
一
郎
氏

に
よ
る「
読
む
！
質
す
！
生
か
す
！
」

創
意
、
熱
意
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
と

題
し
、講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
か
ら
６
町
の
広
報
委
員
が
参
加
し
、

各
町
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
講
師
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
当

町
か
ら
も
広
報
委
員
全
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
研
修
を
活
か
し
、
町

民
に
親
し
ま
れ
わ
か
り
や
す
く
読
み

や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
作
成
し
ま
す
。

　

７
月
31
日
、
平
生
町
役
場
で
熊
毛

郡
3
町
の
広
報
正
副
委
員
長
・
事
務

局
長
が
「
令
和
４
年
度
事
業
報
告
・

決
算
」「
令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
予

算
」、
ま
た
視
察
研
修
地
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

 

令
和
５
年
山
口
県
町
議
会

 　
　
　
　
　
　

広
報
研
修
会

  

熊
毛
郡
議
会
広
報
連
絡

　
　
　
　

協
議
会
定
期
総
会


